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「日常生活自立支援事業の利用」 講習会 

「シップの科学と使用上の諸注意」 説明会   開催される 

 

岐阜市でも 3cmの積雪を観測した 2月 24日(日) 午前 9時から接

骨師会館の 3F に於きまして、協同組合主催の講習会を二部構成で

開催しました。 

先ず始に、鹿野理事長より「皆様のご理解を賜りまして改修工事を

終えたこの研修室を利用して、組合員にとって有益な講習会を開催し

ていきたい」と挨拶がありました。 

 

『日常生活自立支援事業の利用についての講習会』 

第一部は、岐阜県社会福祉協議会の森部辰生様を

講師にお招きして、社会福祉協議会が行っている、日常

生活を送ることが困難になった高齢者の支援活動につ

いてお話を頂きました。認知症などの疾患により、金銭

管理ができなくなったり、日常生活を送っていく上で必

要な様々な手続きができなくなった高齢者の相談、支援

を行っている同機関の役割を実例を交えながら丁寧に

ご教示頂きました。 

 

『シップの科学と使用上の諸注意についての説明会』 

第二部では、賛助会員である西尾衛生材料の

大庭課長の紹介で、テイコクファルマケアの古

山博様より湿布材についての説明会を行って

頂きました。柔整師が取り扱える湿布の種類に

始まり、湿布に塗布されている薬品の効能、冷

感タイプ、温感タイプ、テープ剤などの使い分

け、それらの特徴と使用上の注意点など貴重

な資料を基に非常に多岐にわたり説明して頂

きました。 

 

両講習会とも 30 人の出席者から次々と質問が

寄せられる中、盛況裏に閉会しました。 

 


